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Results of the Doctoral Thesis Defense 

博士論文審査結果 
Name in Full 
氏 名 WU WUYUNGA 
 
T i t l e 

論文題目 ラクダ牧畜の維持に関わる民族誌的研究 
―中国内モンゴル自治区アラシャー盟の事例から― 

 
 本論文は、中国内モンゴル自治区アラシャー盟におけるラクダ牧畜を対象とし、その維持を可能に

する技術を通して人間と動物との関係を民族誌的に明らかにするものである。従来の牧畜研究が成

獣個体や経済的な面に焦点を当ててきたのに対し、本研究はラクダの生涯を再構成するラクダの生

命誌という独自のアプローチを採用し、フタコブラクダの出生から成長に至る各段階における、母子

関係への介入、鼻木づけ、調教、去勢、種雄選抜といった一連の牧畜技術を中心に詳細に記述した。

これらの技術は、単なる家畜の管理手段ではなく、ラクダを人間社会に馴致し、信頼関係を形成する

ための働きかけとして位置づけられる。また牧畜民はラクダの自律性や能力を重視し、その認識が牧

畜の持続を支えていることを示した。 
フタコブラクダを対象とした牧畜に関する文化人類学的研究は限られており、本研究を通して詳細

な民族誌的データが明らかとなった学術上の意義は大きい。とりわけ、ネイティブ研究者の利点を活

かし、母語のモンゴル語で機微に渡って得た情報は貴重である。収集された民族誌的データは、最近

の人類学上の問題意識に基づいて分析が行われている。とりわけ、ラクダの能動性に配慮した牧畜技

術の検証を試みている点は、マルチスピーシーズ論など人間と動物との関係を新たな枠組みで捉え

直そうとする学術動向を汲み取ったものである。また、ラクダの囲い柵内放牧はラクダミルクの商品

化を受けた近年の新しい動向であり、同時代的な牧畜技術の変化にも目配りがなされている。 
一方で、本論文のタイトルにもある「牧畜の維持」という観点については未だ課題を残す。牧畜は

人間の動物への介入と動物の反応を基礎とし、動物の行動、生理がその基礎となるが、動物に対する

知見を人間もそのときどきの社会状況に合わせて変えていく。本研究では、牧草地を柵で囲む管理的

飼育と、自由に遠牧させる放任的飼育とを比較するなど観察の及ぶ限り分析を試みているが、動物の

生態と人間の関与に関して深く分け入った省察にたどりついたかと問われれば、まだ検討の余地は

あるだろう。社会の変化と牧畜の維持という観点においても、三つの時代区分（集団化以前、集団化

期、改革開放以後）におけるラクダ牧畜の特徴を整理しているが、時代によるラクダ生産の目的の比

重、集団化期の人民公社における家畜生産の制度や牧草地に関する土地権等、いくつかの点において

必ずしも十分な議論は行われていない。 
以上、今後もなお研究を深める余地は残しつつも、これまで未解明であった内モンゴル自治区にお

けるモンゴル系住民によるラクダ飼育の技術に関する一次情報を豊かにもたらし、牧畜の維持に関

わる技術的な知見を得たことは、本研究の大きな成果であると高く評価される。 
 以上の理由から、博士論文審査委員会は全員一致で、WU WUYUNGA に博士の学位を授与する

ことが適切であると判断する。 
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